
第４号議案 

 

 

 

   芦屋市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一

部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 

 

 

 芦屋市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一部を

改正する条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。 

 

 

   令和７年２月１７日提出 

 

 

 

                      芦屋市長 髙 島  崚 輔    

 

 

 

 

提案理由 

 

 生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う

厚生労働省関係省令の整理等に関する省令の一部改正に伴い、関係規定を整理するた

め、この条例を制定しようとするもの。 
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芦屋市条例第  号 
 
 
   芦屋市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 

 
 
 芦屋市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一部を改正する条例（令和６年芦屋市条例第３６号）

の一部を次のように改正する。 
 
 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 
 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 
 

改正後 改正前 

 （布設工事監督者の資格）  （布設工事監督者の資格） 

第３条 法第１２条第２項に規定する条例で定める資格は、次のと

おりとする。 

第３条 法第１２条第２項に規定する条例で定める資格は、次のと

おりとする。 

 (1)～(9) （略）  (1)～(9) （略） 

(10) 建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第３７条第１

項及び第２項の規定による土木施工管理に係る１級の技術検

定に合格した者であって、３年以上水道等に関する技術上の実

務に従事した経験を有するもの（１年６月以上水道に関する技

術上の実務に従事した経験を有する者に限る。） 

(10) 建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第３４条第１

項及び第２項の規定による土木施工管理に係る１級の技術検

定に合格した者であって、３年以上水道等に関する技術上の実

務に従事した経験を有するもの（１年６月以上水道に関する技

術上の実務に従事した経験を有する者に限る。） 

(11) （略） (11) （略） 

 （水道技術管理者の資格）  （水道技術管理者の資格） 

第４条 法第１９条第３項に規定する条例で定める資格は、次のと

おりとする。 

第４条 法第１９条第３項に規定する条例で定める資格は、次のと

おりとする。 
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改正後 改正前 

 (1)～(6) （略）  (1)～(6) （略） 

 (7) 建設業法施行令第３７条第１項及び第２項の規定による土

木施工管理に係る１級の技術検定に合格した者であって、３年

以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有するもの 

 (7)  建設業法施行令第３４条第１項及び第２項の規定による土

木施工管理に係る１級の技術検定に合格した者であって、３年

以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有するもの 

 (8) （略）  (8) （略） 

 

附 則 
 

この条例は、公布の日から施行する。 
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 参 照 １ 

 

 

   芦屋市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一

部を改正する条例の一部改正要綱 

 

 

１ 改正の趣旨  

  生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に伴

う厚生労働省関係省令の整理等に関する省令の一部改正に伴い、関係規定を整理す

るため、この条例を制定しようとするもの。 

 

２ 改正の内容  

  引用する条の繰下げに伴う規定の整理 

 

３ 施行期日 

  公布の日 
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参 照 ２ 

 

 

   生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に

伴う厚生労働省関係省令の整理等に関する省令抜粋 

 

 （布設工事監督者の資格） 

第９条 令第５条第１項第８号の規定により同項第１号から第７号までに掲げる者と

同等以上の技能を有すると認められる者は、次のとおりとする。 

（第１号から第３号まで省略） 

 (4) 建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第３７条第１項及び第２項の規

定による土木施工管理に係る１級の技術検定に合格した者であつて、３年以上水

道等に関する技術上の実務に従事した経験を有する者（１年６箇月以上水道に関 

する技術上の実務に従事した経験を有する者に限る。） 

（第２項省略） 

 

 （水道技術管理者の資格） 

第１４条 令第７条第１項第４号の規定により同項第１号から第３号までに掲げる者 

と同等以上の技能を有すると認められる者は、次のとおりとする。 

 （第１号から第４号まで省略） 

 (5) 建設業法施行令第３７条第１項及び第２項の規定による土木施工管理に係る１

級の技術検定に合格した者であつて、３年（簡易水道等の場合は、１年６箇月）

以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者 
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